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はじめに
　本研究は、ネパールのネワールを対象として、ネワール社会の酒文化に見ら
れる事象を邪視という観点から論じることを目的としている。邪視とは、英語
の Evil Eyeに当たる訳語で、特定の人や動物等にそなわっている邪悪な力を
持つ目そのもの、あるいは、視線を意味する1。しかし、邪視は、そのような目
を持つ主体だけにとどまらない。その目に凝視されることによって、子供や動
物が病気になったり、土地が不毛になったり、家屋・食器などのものが破損、
食料品が腐敗するといった災因を説明するためにも語られる。
　Evil Eyeは、エヴェンス＝プリチャードによるアフリカのアザンデの妖術の
理論に始まり、主に文化人類学の分野において、個人の不幸を説明し、社会的
秩序の維持と不満などの解消に貢献する機能を説明する、災因論のなかで研究
が進められてきた。Evil Eyeに対応する「邪視」という訳語は、南方熊楠によっ
てつけられた言葉だが、邪視の他にも「視害」、「見毒」、「魅視」、「愛眼」など
が、異なる事象ごとに区別されて使われていた。その後、邪視という言葉に定
着するまでは、柳田國男とのあいだで「牛蒡種」を巡って議論が交わされてい
る［西2001: ２－４］。結局、邪視という言葉は、本来は、Evil Eyeの直接的訳
語として、悪意を持つ眼差しという狭義の意味をもつものから、褒めたたえて
眺められること、或いは、好ましい状況へ転化するものを含意する広義の意味
を持つ言葉として展開してきた。
１　エルワージは、Evil Eyeの根源である妬み（envy）という言葉の語源が、キケロによって
初めて記述されたラテン語 in videreが変形した invidiaであるとし、すなわち「見ること（to 
see）」「見ていること（seeing）」を意味すると指摘する［Elworthy 1958: ７; Dundes 1981: 
263］。
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　1972年にアメリカ人類学会（AAA）では、Evil Eyeをテーマにしたシンポ
ジウムが開催された。このシンポジウムの指揮をとったMaloneyは編著の『邪
視（The Evil Eye）』（1976）のなかで、７つの理論的アプローチを指摘している：
１）目や口から生じたパワーと事物や人を攻撃するもの、２）攻撃を受けた事
物は価値があり、その事物の破壊や損傷は突然である、３）何者かが邪視を放
つときその人物がそのパワーを持つことは知られていない、４）影響を受けた
事物（人）は、そのパワーの源を特定することができない、５）邪視が鎮めら
れた、あるいは影響の緩和や治癒は、特定の装置、儀礼やシンボルによって可
能である、６）邪視への信仰は、病気の状態、不幸、または家畜や作物のよう
な所有物の損失についての説明、あるいは合理化を助ける、７）少なくともい
ずれの調査地においても邪視信仰を正常に機能させるのは、妬みが要因である
［Maloney 1976: vii–viii］。人類学的研究の多くは、社会格差や不平等な力関係
における妬みというように、社会関係に着目して邪視を説明する。とくに、カー
ストを有する南アジア社会を対象とした論考においては、カーストという生ま
れに基づく社会的な差異を根底として、地位の高い者が低い者へ、あるいは低
い者が高い者へ放つものというもの2、一方で、それは、むしろ同ジャート、す
なわち社会的地位が同等の人びとのあいだの平等性の不均等によって生じる3
とするように、大別して２つの傾向が指摘されている。［小松原 2005ほか］こ
のことから邪視は、妬みや嫉妬という感情を原因としながら、病気や経済的不
調、不妊、食物の腐敗などを被った当事者によって、自らに向けられた目や視
線から、社会的にアンバンランスだと認識される状況を確認する現象であると
暫定的に捉えることにしたい。
２　［Maloney 1976: 133］これを論じたMaloneyは、南インドのタミルナードゥ州を主な
フィールドとしている。
３　［Pocock 1973］など。また、Pocockは西インドのグジャラート州を主なフィールドとし
ている。
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Ⅰ　本研究の視座
Ａ．飲食物に関する邪視
　食品にかかわる邪視については、驚くほど事例に乏しいが、以下に挙げた事
例はともに物質の状態を考慮する上で示唆的なものである。『ドイツ民俗学小
辞典』には、パン焼きにおける邪視が紹介されている。「パンを焼く（backen）」
という行為は、神聖な行為として認識されており、魔女や邪視（böser Blick）
その他の害からパンを守るため、十字を切る・練り粉に聖水をかける・パンに
十字や鍵の印をつける・よく焼けるようにとび上がったり歓声をあげる等の行
為が行われる。また、子供・妊婦・花嫁ほか・料理・ビール・バターの製造の
段階は邪視にさらされやすいとされる［谷口・福嶋・福居 1986: 14–15］。舟田は、
アルプス地方（スイスほか）のパン作りを紹介するなかで、発酵時に祈りを捧
げて十字を切るなどの邪視を避ける行為がみられることを報告している。その
特徴は「粉や生地が寝かされるとき」である。粉に虫がつき、カビがはえるか
もしれない懸念、発酵中の生地が腐ってしまうかもしれない懸念、パン窯に生
地を入れるとき、生焼けになったり、焦げたりしないかという不安、さらに保
存しようとするサワー種が腐ったり、黴びたりしないかなどの不安を要因とし
て、平焼きの無発酵パンが数分で人の意思のもと作ることができるのに対して、
発酵させたパン作りの過程は、長い時間を要すること、そしてその過程のなか
図１：邪視の分布図［Maloney1976:xii］
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での見えない変化についての人々の不安が十字という迷信じみた行為に影響し
ているのではないかと指摘する［舟田 2013: 214］。
　R. C. Maclagan『スコットランド高原の邪視（Evil Eye in Western Highlands）』
（1909）に紹介されたスコットランドの邪視の事例では、生業である酪農との
密接なつながりが指摘される。主に、家畜や乳製品、攪拌の過程は、特に邪視
からの攻撃を受けやすいとされる。そのため邪視によって乳牛の乳や女性の母
乳までもが枯渇したり、乳脂肪のない牛乳にさせないように注意が払われた
［Maloney 1976: xiv］。スコットランド高原の酪農の現場で邪視の事例が多く
みられることについて、Maclaganは、当該社会において酪農が生業として重
要な意味をもつためであり、すなわち生計にかかわる重要なものや行為：牛乳、
バター、乳牛やその他の家畜は邪視に攻撃を受けやすいものと認識されると指
摘する。また、それらの邪視を避けるためには、塩や、唾を吐くという行為の
ほかに、灰やタールが効果的だという［ibid.: xv］。これらの事例は、飲食物の
なかでも生計の中心となる生業にかかわる牛乳やバターなどの食品や、主食の
パンなど、生きることに関わるものに邪視を忌避する行為がみられるという点
で共通する。
Ｂ．熱／冷と身体
　熱／冷という思考は、古代ギリシア・ローマで展開した四体液説が、中世に
なって四大元素説と融合し、上流階級社会において健康習慣や食事療法に影響
を与えた概念の一部である。古代西洋医学では、四体液すなわち血液、粘液、
黄胆汁、黒胆汁の調和が人間の身体と精神の健康を保つとされ、その調和が崩
れると病気になるとする体液病理説が影響力を持っており、全ての食物は、
熱・冷・湿・乾のうち２つの性質を持つとされた。この療法では、「冷」に対
して「熱」を食物として摂取し、病の原因となる「冷」にあたる体液を体外に
排出させる。しかし、19世紀以降の人類学的調査によってラテンアメリカやア
ジア、アフリカでも、類似する熱／冷を用いた医療行為が明らかにされていく
につれ、その概念は、西洋の体液病理的な伝統が後退したものとして位置づけ
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られるようになった［Manderson 1987: 329］。1987年刊行の Social Science & 
Medicine第25号には、1983年にバンクーバーで開催された IUAESのシンポジュ
ウムでの熱／冷に関わる特集が掲載されており、G. M. Fosterらによる二分法
的理解への批判や、豊穣性、脂質などの栄養分や香辛料などと熱との関係への
着目が指摘されている4。興味深いのは、それらの医療行為が理論的一貫性を持
つことよりも、受け入れられうる説明を常に与えることができているかという
説明構造が注目されている点である［Manderson 1987: 330; Foster 1988］。これ
については、呪術を含む治療行為の近年の研究動向をふまえて議論を深めてい
く必要があるだろう。
　病気や体調不良を引き起こすとされる邪視は、子供や妊婦の身体の状態にお
ける観念とも精通している。グアテマラを調査した Cosminskyは、キリスト
教文化圏における善（good）／悪（evil）という二項対立による邪視の説明に
加えて、熱（hot）／冷（cold）という観点を提供する。しかし、熱／冷とい
う観点は、常に邪視と関連性を持つとは限らない。呪医によって乳児の病気の
原因が邪視ではなく、母親の母乳の冷たさ（cold）にあることが分かると、母
親は、「冷」の飲食物を避け、その対極にある「熱」の飲食物を摂るように対
応する［Cosminsky 1976: 164］。また、グアテマラの Santa Luciaやスペイン語
圏中南米諸国では、食物・植物・薬・病気・身体の状態が熱／冷に分類されて
おり、その均衡状態が崩れた時に身体が病気になるといわれる［ibid.: 169］。
Cosminskyは、残念ながら飲食物の分類上の熱／冷について詳細に述べてはい
ないが、「熱」を持つ状態は、他者に邪視を放つ可能性を持つと報告しており、
興味深い。例えば、妊娠や生理期間中、酒に酔った状態は「熱」の状態である
とされており、そのため妊婦は、誰か他の人の子供をうらやんで邪視を放つ可
能性がある。このように「熱」や「熱い血（hot blood）」を持つ人物は、無意
識のうちに危害を加える可能性を有している［ibid.:165］。
４　Fosterは、四体液説的な医療システムにおける「中立」あるいは ‘cordial’ な食品について
指摘している。例えば、「とても冷たい」「冷たい」「ひんやりする」「常温」「ぬるい」「熱い」
「とても熱い」といったものである［Manderson 1987: 330; Foster 1988: 185－187］。
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　ネパールの事例では飲食物や病気に関して熱／冷という分類が確認できる。
飲食物の分類には、バラモン教の聖性に基づく分類（saṭṭvic, rājasic, tāmasic）や、
吉／凶や浄／不浄に基づく ameという分類が指摘されているが［Löwdin 1985: 
31–37］、聖職者や行者でない限り、熱／冷という認識が実生活での健康管理
において非常に重要とされる。「熱」の食品の代表は、ニンニク、玉ねぎ、ショ
ウガ、トマト、バナナ、塩（岩塩）、ギーで、「冷」の食品は、牛乳やヨーグル
トなどの乳製品、酸っぱい食品、乾燥した食品、ウリ科の野菜（キュウリ、冬
瓜、gauro [Np]と呼ばれるウリ科の野菜）などである。風邪は、身体が冷えた
状態だとされるため、特に乳製品を摂ることを避け、岩塩を溶かしたお湯を飲
む。妊婦は、妊娠中は身体が熱い状態だが、妊娠して間もない期間は身体が冷
えることを避けて gauro [Np]を食べさせない。「熱」が多い状態は、口内炎や
ニキビが出やすいため、これらの吹き出物は「熱い発疹（garam khaṭiro [Np]）」
と言われる。そして身体が「熱」の状態のときは、「冷」の食品を摂るように
心がけられる。また、特定の症状に対しては、熱／冷だけでなく、熟（pakeko 
[Np]）／生（kāñco [Np]）という分類も重要である。帯状疱疹の発疹が出たとき、
卵、肉、トマト、白いんげん等の「熟」の食品は症状を悪化させるため避けら
れる。また、アルコール度数の高い蒸留酒は、「熱」と捉えられるが、一方で、
醸造酒は、農作業の際に身体を冷やす「冷」の食品とされており固定的ではな
い。以上のことから、熱／冷の観念は体調や身体の状態を把握するための手段
として捉えられているが、熱・熟・吉などそれぞれが複層的に関わり合ってお
り、そこに単一的な法則は見られない。
Ｃ．湿／乾と邪視
　ネワールの酒文化にみられる邪視の事例では、その物質自体の状態が邪視へ
の脆弱性とつよく結びついている。酒造りにかかわる説明には、酒の腐敗ある
いは発酵（醸造）の失敗を「目がいった（mikhā wana [Nw]）」のように邪視
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によって表現することがある5。酒造りの過程では、特に、蒸かした飯（hā jā 
[Nw]）を発酵させるまでの段階が、邪視を受けやすいとされているため、そ
れが終わるまでの過程で邪視を避けるさまざまな工夫がされる。また、米飯（炊
いた米）など湿度を保った食品は、同時にけがれを受けやすいとされている。
主食の米飯や、祭礼時などの吉祥な日に料理される肉料理は、けがれを受けや
すく、けがれや邪視を避けるため、自宅や家の外で食べることが避けられるほ
か、それを容器に入れて持ち運ぶ必要がある場合には、トウガラシを同封する
などの行為が見られる。
　カーストを有するネワール社会では、水の受け取りが可能かどうかという点
がカースト間の線引きにおいて重要である。特に、下位のカーストからの水の
受け取りは、けがれを受ける可能性があるという理由から禁忌とされているう
え、食事の場面での同席（共食）が避けられる。異なるカーストの人々が参加
する祭礼や婚礼においては、チャパティ（無発酵パン）や油で揚げた食品、干
飯などの乾燥させた食品が使用され、蒸かした飯や米飯、レンズ豆のスープな
どは避けられる。このような水分のある食品は、けがれをうつしやすいと考え
られており、邪視に対しても脆弱性を持つと言える。その共通点は、湿度を
保っているという点である。
　民族学者のダンデスは、1981年編著『邪視（The Evil Eye: A Case Book）』の
最終章で、インド・ヨーロッパ語族、セム語族の間にみられる邪視信仰のメカ
ニズムにおいて、湿っているのか／乾燥しているかという点が重要であると締
めくくっている。精液・母乳・血・胆汁・唾などを含む「生命の水（water of 
life）」は、命を意味する液体を意味し、湿っているのか／乾燥しているのかは、
すなわち生／死を意味するという［Dundes 1981: 266］。彼は、邪視の最も共通
した影響は、邪視（を持つ主体）が枯渇（drying up）するプロセスにあり、邪
視の原因となる事物が液体物（liquid refreshment）を必要とするとき（欲する
５　またこの他にも「おいしくない（māsai [Nw]）」「おいしく無くなる（saimoph [Nw]）」と
いう表現が使用されることもある［2014年筆者収集］。邪視の影響を受けた食品を摂ること
による何らかの影響を「目がついた ãkhā lāgyo [Np]）」という言葉で表現することもある。
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時）に生じると指摘する6。しかし、四体液説に基づいていると言えるこの指摘
は、邪視の根源である妬みのプロセスを説明することはできているが、その物
質自体の性質については十分に検討できていない。ダンデスの提示する湿／乾
という考えは、本人は否定しているが、熱／冷という身体感覚やけがれといっ
た南アジアでみられる民俗医療的観点と近似している。
　これらの点をふまえ、本研究では、ネワールの酒づくりにおける邪視を事例
として、社会関係における妬みに着目するだけでなく、湿／乾という観点で食
品の脆弱性に注目し、邪視という現象が説明される背景について分析すること
を目的とする。本稿は、邪視一般を説明するには不十分ではあるが、妬みや嫉
妬という感情が強調されがちな邪視研究に、物質の状況・けがれへの脆弱性と
いう観点を導入することで新たな視点を投じるものである。
Ⅱ　研究方法・対象・調査地概要
Ａ．研究方法および期間
　研究方法は、邪視や調査地に関わる民族誌等の資料を対象とする文献分析、
そして、調査対象地域におけるフィールドワーク調査を用いる。本稿では、い
くつかの言語が併用されているが、現地で用いられる言葉を扱う際、ネパール
語 [Np]、ネワール語 [Nw]、サンスクリット語 [Skt] を単語の後に付し言語を
表記する。
　本稿に関わる調査期間は、2019年６月14日～28日における現地調査、および、
筆者がこれまでに行ってきた調査資料（2008年、2011～2012年、2013～2016年）
を適宜用いる。
Ｂ．調査地の概要
　調査地はネパールの中間山地地帯に位置するカトマンドゥ盆地内の［図２］
で示した３つのエリアである。また、比較のためネパール東部メチ郡にあるＡ
６　［Dundes 1981: 273－275］。その上で、人々の間で挨拶が交わされた時の「私は飲みました」
という返答は、邪視を避けるということを証明すると説明する。
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村でも調査を行なった。
　カトマンドゥ盆地は、
標高約1300mにある、50
㎢ほどの盆地で、緯度は
奄美諸島あたりに相当す
る。雨量は年間1500ミリ
弱で、気温の高い雨季
（６～10月）に集中して
降り、乾季（11～５月）
には、氷が張ることも珍
しいため、１年を通して穏やかな気候である。盆地には、『スワヤンブ ・ープラー
ナ』などの古典資料が残っており、かつて盆地が湖だったとする湖水神話が伝
えられているが、実際にも地質調査によって、肥沃な腐植土が堆積した土壌で
あることが証明されている。農業が適した条件の良い盆地では、稲作を中心と
して農業が盛んに行われるようになり、チベット ––インド間の交易の中継地
として栄えた中世には盆地文化を支えた。また、現在では台湾の技術支援で導
入されたジャポニカ種のタイチンという品種が多く栽培されているが、「マル
チ」（marsi [Np] の誤りか）や「ダウラ」と呼ばれる在来種も植えられている［福
田・山本 1993: 75］。
Ｃ．ネワール
１．親族形態、カースト
　本稿で取り上げるネワール（Newar）は、チベット・ビルマ語族のネワール
語を母語とする人びとである。人口は130万［Census 2011］ほどで、ネパール
全人口の５％弱にあたるマイノリティだが、歴史的にカトマンドゥ盆地に中世
王朝を築いた民族であるために、現在でも首都のある盆地人口の弱半数を占め
るとされている。センサス上では、人口の87.９％がヒンドゥー教徒で、10.７％
が仏教徒だと推計されているが、実際には、ヒンドゥー教と仏教（大乗仏教金
図２：カトマンドゥ盆地と調査地（★で記す）
★
★
★
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剛乗）が共存して信仰されており、区別が曖昧な神仏も存在する。1930年以降
になると、インドで展開した近代仏教運動の影響から出家・僧院主義のテーラ
ヴァーダに改宗する人々も多くみられるようになり、ネワール内の仏教は二極
化がすすんでいる。
　親族形態は、父系で父方居住の形態であり、基本的には父・息子夫婦の家族
がひとつのカマドを共有して同居する合同家族形態をとる。長幼の順は父系親
族のなかで決まり、最も年長の男性が長老として敬われる。家の女性は、長老
の妻（嫁）ほど発言力を持ち、年下の嫁たちや息子たちを束ね、家の鍵を管理
する。結婚によって婚出した女性は、生家とのつながりを保ち、生家の兄弟は
「母方のおじ」として子どもたちの通過儀礼において重要な役割を担う。
２．歴史的背景とカースト法・迷信に関する認識
　13世紀～1742年まで、カトマンドゥ盆地では、マッラ時代と呼ばれるネワー
ルの王朝文明が築かれていた。マッラ時代には、コメを中心とした雑穀が多く
栽培され、醸造・蒸留酒造りがすでに行われていたとされており［佐伯 2003: 
458］、ネワールの酒造りの伝統もマッラ時代にその起源を置いている。1742年
には、近世シャハ王朝（1742～2008年）がそれに取って代わり、ジャンガ・バ
ハドゥール・ラナ宰相［在位1846～1877］の時代には、世界で初めて、カース
トの序列を規定する成文法『ムルキ・アイン（国法）』（1854）が著された。高
カーストのヒンドゥー教的価値観に基づいて著された『ムルキ・アイン』の序
列には、イスラームや外国人などカーストとは無縁の人びとも含まれ、聖職者
か、酒を飲む者か、奴隷化可能／不可か、水を受け取れるかという５つのカテ
ゴリーに全国民が腑分けされた7。このカースト序列とは別に、ネワール社会に
はカーストがみられるが、主に、屠畜カーストや掃除屋カーストなど不浄カー
ストに分類される人々からの水の受け取りが忌避されている。
７　『ムルキ・アイン』には、１）タガダリ（聖紐を身につけた者）、２）奴隷化不可能なマ
トワリ（マトワリとは「酒を飲む者」の意味）、３）奴隷化可能なマトワリ、４）水を与え
られないが可触のカースト、５）水を与えられず不可触のカーストというカテゴリーが存在
する［Höfer 1979］。
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　『ムルキ・アイン』には迷信や悪習の禁止、非近代的とされる慣習法におけ
る実刑等を禁止する項目も記載されたが［佐伯 2003: 562］、人びとの実生活に
おいては、近代的で合理的な行為とともに、「迷信（andhaviśwās [Np]）」8とさ
れるような非合理的で科学的な根拠のない行為とが混在して行われている。
1970年代まで自宅出産が主流だったカトマンドゥの都市部では、1982年に産婦
人科病院が建てられて以来、現在では９割以上が病院出産に変化している。し
かし、人びとの間では近代医療と呪術的な治療が同時に行われている、例えば、
子供の病気があると伝統的な産婆や呪医を訪ねて、悪霊や女神などその原因を
診断・治療してもらい、それでも症状が良くならない場合に病院を受診すると
いった方法が取られる。1990年の民主化以降のネパールでは、プライマリー・
ヘルス・ケアの整備のなかで、伝統的な知識を継承する者による患者の心理的
ケアに果たす役割が重要視され、産婆などに対し医学研修が与えられるように
なった［村上 2003: 139－140］。ネパールでは、呪術的施術は廃止ではなく、
母子保健の充実のために取り入れられているのである。
Ⅲ ネワールの酒文化
Ａ．生活空間における酒の利用
　ネワールは、自家醸造酒を生産・消費する文化があるだけでなく、酒づくり
の過程で重要な麹造りがカースト的職業とむすびついていることが特徴的であ
る。ネワールの酒文化については、照葉樹林文化論にかかわる研究に始まり、
その後、国立民族学博物館を中心に地域間比較研究のなかで盛んに論じられて
きた。ネパールの酒は、カビ酒文化圏にあたり、なかでもネワールの酒は、コ
メを使用しアルコール度数も高いという点が特異とされる［吉田 1993；石毛 
2012］。
　ネパール国内では、酒税法により自家製の酒の売買は禁止されているが、伝
統「文化」として酒造りを行うことが許可されている9。しかし実際には、バッ
８　「無知・盲目」を意味する andho＋「信用」viśwāsの複合語。
９　2019年半ば頃にも、酒税法の規制強化により、国内のバッティでの自家醸造酒の販売が禁
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ティと呼ばれる軽食屋で自家醸造酒の売買が行われている。高橋の報告には、
酒税法ができて酒造り自体が禁止されそうになったときに、カトマンドゥのネ
ワールの人々が騒ぎ出し、マッラ王朝時代から続いてきた自家醸造を禁止する
ことに対して、それを禁止することは「神への冒涜である」と抗議したという
エピソードが報告されている［高橋 1981: 174‒175］。このような自家醸造の禁
止に抗議したという内容の話は、実は、シェルパなど酒文化をもつ他の民族の
間でもよく語られる。バッティでは、比較的年齢の高い男性たちが水牛の内臓
炒めなどをアテに１杯50ルピー（１ルピー＝約１円のため50円）ほどの自家製
の蒸留酒を飲む姿が見られる。飲酒が男性に多くみられる一方で、売り手や酒
の作り手は女性であることがほとんどである。30～40代の男性たちの中には、
バッティの酒を嫌い、市販の国内産ウィスキー（約300ルピー／300ml）やビー
ル（250ルピー／500ml）を飲む人もいる。バッティで売られている粗悪な酒
の中には、発酵を早めるため人体に有害な薬品を入れたものもあり、死亡者を
出した事件が過去に何件も発生しているため、若い世代ほど価格は高いが市販
の課税品を好む傾向にある。女性たちの間では、市販の果実酒やワインが好ま
れ、また研究施設などの公的な集会では、ビールを飲む人は見かけないがワイ
ンを飲む女性は見受けられる。しかし、ワインを除いた酒類を飲む女性のイメー
ジは悪く、作る女性／飲む男性というジェンダー差がみられる。
　自家醸造酒は、基本的には、結婚式・葬式・人生儀礼や相互扶助組織の宴会
など伝統的行事の際に作られて消費される。このような宴会の際は、ご飯やレ
ンズ豆のスープなどの日常食ではなく、干飯など乾物食品や揚げもの等の特定
の食品が儀礼食として提供される。また、祭日のあと１週間ほどは、親族や友
人を家に招いて歓待するナカテャ（nakhatya [Nw]）が行われるため、ネワー
ルの人々の１年間は、ほとんどが祭りや宴会で占められていると言っても大げ
さではない。また、祭りや儀礼の宴会では、女性の多くが飲酒する。飲酒は女
止されることがあったそうである（中川加奈子氏より情報提供）。しかし同年10月頃には、
国外への持ち出しの際、酒税バッジがないものに対して、空港で没収・破棄が講じられてい
たが、バッティ等での売買は行われていた［2019年10月調査］。
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性の場合では、顕著に、祭りや宴会の際に限られている。宴会時の飲酒による
諍いで、親族関係やコミュニティーが分裂することも少なくなく、ネワール研
究者の石井の報告では、1970年代頃には、すでに村落部の相互扶助組織の宴会
の縮小が確認されている［石井 1980］。
　現在では紅茶とビスケットに代わってしまったが、来客があると、蒸留酒と
卵の組合せが最も一般的だったと言われている。醸造酒は、酸化して味が落ち
るのが早いため保存に向かないが、一般家庭では蒸留酒を来客に備えて保存し
ている。酒を含めたもてなしは、家の女性の責任である。また、醸造酒をつくっ
た際にできるポカ（pwaka [Nw]）と呼ばれるもろみは、砂糖を使用した菓子
があまり手に入らなかった時代に子どもがおやつとして好んで食べていた。乳
児を寝かしつけるためにポカを少し食べさせたという話もある。このように家
庭での酒造りは一般的に行われてきたが、最近では、酒造りの技術を知らない
世代も増えており、作り方を教えるワークショップや、酒造りを観光資源とし
て利用する事例も聞かれる。
　都市部の出身で、出稼ぎ出国者が比較的少ないネワールと、英国グルカ兵を
多く輩出する東ネパール・旧メチ郡 A村10における酒造りや飲酒空間を比較し
てみたい。前者では、コメにこだわった酒造りや共同体の祭りなど伝統文化と
10　2019年５月31日州制導入後は、第二州 Taplejungエリアに区分けされている。
図３：伝統的酒づくりの分布模式図［石毛2012:365］
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認識される催事に合わせて酒造りが行われているのに対して、後者では、崩れ
米など安価な原料を使用した酒造りが行われ、週末など仲間同士の集いなど日
常的な社交において消費される。しかし、後者が出稼ぎの送金で経済的余裕が
あるということもあるが、結婚式などでお祝い品を持参する際には、市販の瓶
ビールやウィスキーが選ばれる。一方、前者のネワールの場合には、結婚式な
どの重要な儀礼の時にこそ、自家醸造の酒が嗜好される。このことから、ネワー
ル社会における酒造りは、伝統や慣習を守るという民族的アイデンティティと
関係して発展してきたと言える。次節では、ネワールの酒造りを概観してみたい。
Ｂ．ネワールの酒造り
１．醸造酒トォ（thõ, t(s)õ [Nw], jãḍ [Np]）
〈作り方〉
①　醸造用の素焼きのつぼ（kwõca [Nw]）を、蒸気であたためる。
② 　一晩水に浸しておいたコメを蒸す。コメを水に浸すときには、乾燥トウガ
写 真１：エラを糸のように注ぐ新
婦と新郎側コミュニティの男性
たち。泡が残るほど上質とされ
る。（カトマンドゥ、2016年筆
者撮影）
写 真２：ソグン（卵・魚・エラ）と呼ばれる儀礼時
の食事を左右同じ手へ渡す（カトマンドゥ、2012
年筆者撮影）
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ラシと木炭を入れる。これは、魔除けとも虫除けともいわれる。コメは、ジャ
ポニカ種のタイチンというコメでないと美味しく出来上がらない。
③ 　蒸留器としても使われる底部に穴が開けてある素焼きのつぼ（photasi 
[Nw]）の底に、目の細かい網を入れ、２kgずつほどコメを入れ、火が通っ
たのを確認して、その上に２kgほどコメを足し、その後同じように３～５
kgを加えて蒸す。この行程で40分ほど蒸したのち、コメを全て取り出して
水につけ直し、また２kgずつ蒸しながらコメを足していく。25kgを蒸し終
わるのに２時間程かかる。
④　蒸しあがったコメをむしろやビニールシートに広げ粗熱をとる。
⑤ 　経験のある年長女性がコメの温度を確認し、少し表面が冷たくなる程の温
度に下がったら、25kgに対し、コメの餅麹（manāpu [Nw], marca [Np]）５
つを砕いて、混ぜ込む。独特の匂いが上がってくるため、顔を布で覆う女性
もおり「この作業をすると１週間くらい体が臭うので嫌だ」という。トォづ
くりでは欠けていたり壊れている餅麹は使用しない。
⑥ 　餅麹を混ぜた蒸しコメを①のつぼに入れ、少量の水を加えたのち、うえか
らターメリック、乾燥トウガラシ、ミントの葉、木炭が入れられる。すばや
く緊張感を持って行われる。つぼにロプテの葉で作られた皿を蓋がわりにの
せ、その上からビニール袋をかぶせ密閉する。
⑦ 　暗所に運び、麦わらや毛布、断熱用スポンジシートなどでつぼを覆い、４
日間発酵させる（11月頭）夏場は２週間、冬場は３週間ほどでポカ（pwaka 
[Nw]）と呼ばれるもろみができる。ポカ自体はパサパサしており、甘いため、
小さい子供が好んで食べるという。
⑧ 　ポカに水を加え、ざるでこすと、醸造酒のトォが完成する。大切な来客に
は１番最初の濾し汁を提供し、宴会の際には１回目から３回目に濾したもの
を混ぜて来客に提供する。３～４日までが飲み頃でそれ以降は酸味が増して
質が落ちる。
　また、ヤゥ（ヤオ）・トォ（hyāuthwāṃ [Nw]）と呼ばれる赤褐色のトォは、
－115－
特別な場面で飲まれる。タクールのネワール語辞典には、ヤゥ・トンとは、「赤
いビール」を意味し、「ヨーロッパのビールのような外見で、コメよりもむし
ろムギを醸したものである」と説明される。しかし発表者が聞き取りをした
ヤゥ・トォは、コメが主原料で、特別な加工をしたコメを使う。収穫期に初め
て刈られた稲穂を自宅には持って帰らず、円錐型に積んだ脱穀後のワラの間に
少量挟み込む。１週間後に取り出すと、コメが発酵して赤くなっている。この
コメを使ってトンを仕込む手順で仕込む。出来上がると、茶色のカルトォと呼
ばれる液体ができるが、10kgのこれに対し30ℓの水を加えて、２日目に糖蜜
とマナ（麦のバラ麹）、場合によってフルーツを加えて混ぜる。壺に入れてしっ
かりと口をしめ、３週間置いたあとにできた褐色の酒の上澄みがヤゥ・トンで
ある。結婚式やシラ・チャーリー（シヴァ神の祭り）で飲まれる他、妊娠中の
女性に飲ませる。妊婦に少量を飲ませると、血がよく増えて、出産がうまくい
くと言われている［2008年調査］。田村（1994）は、上述のような黒くなった
コメ（hakū-jaki [Nw]）を使用して作られるカター・トォと呼ばれる酒を紹介
しているが、ヤゥ・トォと同じものを指していると考えられる。この酒は、農
民カーストのジャプの人々の宴会で年長者に供されるほか、薬用として使用さ
れ、糖蜜を混ぜたものを女性に飲ませると子宮の病気や生理不順に良いといわ
れる［田村 1994］。
　トォは、アルコール度数も
２~４％ほどと低く、子供や
妊婦に飲ませるほか、田植え
などの農作業中に振舞われる。
「トォはジャプのものが美味
い」といわれ、またトォは農作業中に飲まれることが多くあるため、ネワール
の農民カーストであるジャプ（Jyapu [Nw]）とかかわりの強い酒であると言え
る。また、栄養学的にもトォを農作業で飲むことは理にかなった行為であると
いう。木村（2013）は、「チャン（ネパールの醸造酒の意味）は朝に飲むと、
日中に働くエネルギーになる」（タマン女性）と話したことを取り上げ、栄養
図４：醸造酒トォの種類
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学的にチャンの86％が水分であることから、十分な水分補給となり、またアル
コール度数も低いため体温を下げる作用があることを指摘する［木村・長岡・
石本 2013: 37］。
 
２．蒸留酒エラ（ayela [Nw], raksī [Np]）
〈作り方〉　
① ～⑧のトォとつくる要領で「ポカマナ（pwaka-manā [Nw]）」を作る。この際、
崩れたコメの餅麹を使用したり、シコクビエの餅麹を使用するなど、麹の状
態についてはトォを作る時ほど厳密でないことが多い。
⑨ 　トォに、麦のバラ麹（manā, chulo-manā [Nw]、蒸した麦に緑のカビを繁
殖させたもの）と練り状の黒糖の糖蜜（sakhā [Nw]）、干飯（baji [Nw]）を
加え、発酵させる。場合によって、パーンの葉や花などの香料を添加するこ
ともある。１週間から数週間ほど寝かす。
⑩ 　発酵が終わったものを火にかけて蒸留する。蒸留器［図６］の最下部の真
鍮製のなべ（phosi [Nw]）に再発酵させた⑨の液体、そして火焚きの直火に
よる噴きこぼしがないようにワラやレンガが入れられる。その上に、③で使
用した底部に穴が開いたつぼ、その内部にグル（gulu [Nw]）と呼ばれるア
ルコールを受ける注ぎ口付の容器を置き、上から冷却器となる銅製の三角錐
状の容器を、突起部分を下に向けて密閉し、上部に冷却用の水を入れる。蒸
写 真４：蒸した飯（hā jā [Nw]）に餅麹を
砕いてまぜ込む（2011年筆者撮影）
写 真３：土製のつぼ（kwoca [Nw]）に入
れられたトォのたね。香辛料が添加され
る。（2011年筆者撮影）
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留器のそれぞれの接触部は濡らした布でしっかりと密閉される。
⑪ 　火をかけて上部の水が温かくなってきたら（約10～20分ほどで40℃弱）水
を取り出し、冷たい水に入れ替える。この時のあたたかい水は、子供の沐浴
などに使用される。その作業を５～６回行うと美味しいエラが取れるという。
「せっかちな人ほどいい酒がつくれる」といわれる。
⑫ 　アルコールを受けたグルという容器を取り出して冷暗所で冷やす。グルは
人に対して「のんべえ」という意味でも使われる。また、アルコール度数を
高くするために、このエラを再び⑩の手順にかけて度数の強いものを作る人
もいる。
⑬ 　蒸留が終わると、アルコールの抜けた鍋の中の液体は、灰やワラと混ぜて
家畜の餌として使用される。ヒンドゥー教徒の牛飼いがこれをもらいに来る
こともある。また、残った火を使ってその家の老女がトウガラシを炙ってい
たが、これも邪視のために良いという。
　ネワールのエラは、コメを主原料とすることがその特徴として語られ、他の
民族の蒸留酒と比較してアルコール度数が強いことで有名である。アルコール
度数は40％以上から60％ほどのものもある。飲んだ時に喉が熱を帯びるほどの
強さで、アルコール度数が強く純度の高いものが良質とされているため、飲む
前に火をつけてそれを証明する人もいる。内村の報告では、ネワールのエラの
成分の一例として、アルコール約48.9％、比重0.933％、エキス分0.08％、酸
0.07％、フーゼル油0.21％、アルデヒド0.0097％、フルフラール0.0019％、エ
図６：蒸留の方法図５：蒸留酒エラの種類
※バラ麹が添加される場合
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ステル0.27％、ph 4.32であり、一般の蒸留酒に比べてフーゼル油、アルデヒド、
フルフラールは多く、エステルも多いことから鼻をつく香りも独特であるとい
う［内村 1989: 43］。
　その年に初めて収穫されたコメを使用したエラは最も良質で、ネワール語で
薬を意味するワサ（wāsā [Nw]）と呼ばれ、微量は健康に良いとされている。
特に出産後の腹痛などの際に、微量を飲むと効果がある［2008年調査］。また、
エラは体を温めてくれるため朝と夜に飲み、日中の働く時間は体を冷やすため
にトォを飲むというネワール女性の報告がある［木村 2013: 37］11。
３．麹づくり：餅麹（manaphu [Nw], marca [Nw]）とバラ麹（manā [Nw]）
〈餅麹の作り方〉　※ルブ村の麹造りカースト［2014年調査］
①　床をきれいに塗り直し、乾かしておく（［田村 1993: ８］）
② 　ジャポニカ種のタイチン米をよく洗い（現在はコメに混じるゴミが少ない
ため洗う回数も減った）、水に浸しておき、濡れたまま粉末に挽く。あるいは、
蒸してから粉末に挽く。バドウ月（８～９月頃）に一度に50kgほどのコメ
を用いて、その年に売る量を作る。※一度乾かしてから挽く人もある
③ 　粉状にしたものを、湯を加えて力強く捏ね、シャウラと呼ばれる薬草を乾
燥させて砕いたものを混ぜ込み、温かいうちにビスケット状にまるめ床に並
べてワラのむしろで覆う。シャウラはチベット系民族の言葉で草という意味
で、ヒルがよく付く葉っぱで、そのまま食べると目眩を起こすという。バド
ウ月（８～９月）には、他のチベット系民族（タマンと思われる）がラクル
バンジャンと呼ばれる近くの山に自生するシャウラの青草を「マルチャの薬」
と言って売りにくる。この時期は、家先でシャウラを乾燥させる光景が見ら
れる。
④ 　６～７日間、温かい屋内の暗所に置き、全体に黒カビがつくまで待つ。こ
11　また、東インドのオディシャー州ゴロ・マニトリ村を調査した常田は、調査地において、
前日に残ったご飯（bhāta）を翌朝にポカロ（pakhāla）として食べると伝えているが、ポカ
ロは、やや発酵しているため、夏の暑いときにはお腹を冷やすのにちょうど良いと言われる
［常田 2011: 62］。
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の期間「見てはいけない（swe mojū [Nw]）」とされ、外の人にその作業は
みせない。（暑い時期は４日、冬季は６日、寒い日は直下の部屋で火を焚い
て天井、つまり上階の床を温める［田村 1993:８］）
⑤ 　黒カビがついた後は、３日間、天日にあてて乾燥させる。この工程から人
が見てもよいとされる。乾いたものから表面の黒カビの部分をブラシで削り
取り、その後さらに数日間乾燥させて完成させる。
⑥ 　カラスに狙われて崩れたものはエラ作りにとっておき、崩れていないもの
が売買される。
　Gajurel & Vaidyaによると、薬草は、プルチョウキまたはビサンク・ナラヤ
ンで採集されるネワール語でバンチャという花に似たマナフの花と呼ばれる植
物の草のことだという［Gajurel & Vaidya 1984: 172］。また、餅麹をつくる際
には、塩やトウガラシ、灰などは混ぜてはいけないと言われる［2019年調査］。
　1992年頃のルブ村では、コメ１パティ（４.５L）に対し、直径３cmほどの
大きさの餅麹８個が交換レートだった［田村 1993: ８］。2008年に筆者が行なっ
た、コカナ村の世帯では、毎年、５kmほど離れたチャパガウンから商人が来
て売っている。コメ１パティと14個のマルチャを物々交換する。マルチャはお
金で購入するものではないため、一つ10ルピーで売られるが、カトマンドゥで
は１つ５ルピーである。一方、ルブ村の麹造りカーストのマルチャは１つ１ル
ピーで売られおり、いずれの場合も物々交換を行うより相場が高い。
〈バラ麹の作り方〉　※ルブ村［2008年調査］
①　ムギに水を加えて煮る。水分がなくなるまで火を通す。
② 　ムギを押し潰し、温かいうちにイネの筵で覆って、家内の暗所に起き保温
する。
③　青カビがムギ粒を覆うように付着するまで６～７日間置く。
④ 　その後、天日で干す（乾燥トウガラシが、「目」がつかないように置かれる）
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　ネパールの他の地域の酒造りに比べ、ネワールの酒づくりではムギのバラ麹
を用いる点でも特異である［吉田 1993: 171–172］。バラ麹は、エラ（蒸留酒）
の素となる液体（ポカマナ）を作る際に、トォの残り物に干飯や糖蜜とともに
添加され再発酵される。糖の働きも助けて発酵促進が期待され、よりアルコー
ル度数の高い蒸留酒を取ることが期待される。
Ｃ．コメへの嗜好性、蒸留酒とカースト
　ネワールの酒造りにおいてコメは特徴的な性格をもつ。酒造りには、ジャポ
ニカ種のタイチンと呼ばれるコメが必要で、醸造酒、蒸留酒、そして餅麹の主
原料にはタイチンというコメが使用される。また、コメの品種についても嗜好
性がみられる。タイチンは、1970年代に台湾の農業技術支援によって普及した
とされるが［福田・山本 1993］、2001年頃になるとネパール国内の情勢悪化に
伴い、日本から大量の日本米が支援として送られてくるようになった。しかし、
食用以上に酒造りや干飯づくりに利用されていたという話も聞かれる［2008年
調査］。一方で、日常の主食としては、インディカ種のバスマティやポカレリ
と呼ばれるパラパラとしたコメが嗜好される。バスマティなどのインディカ種
で作った酒は、美味しくないと言われているが、逆にタイチンは、インディカ
種に比べて粒も大きく、少し粘り気があり「腹もちが良すぎる」ために日常食
としては好まれない。近年では、糖尿病を患う人も少なくないため、糖質の多
いタイチンは避けられつつある。タイチンは国内生産がほとんどなのに対して、
写 真６：天日干し後ブラシで表面の黒カビ
を削る（ルブ村、2008年筆者撮影）
写 真５：餅麹を6日目まで藁の下で温かく
保つ（ルブ村、2014年筆者撮影）
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インディカ種はインドやインド国境エリアのタライ地方で多く栽培されている。
カトマンドゥ盆地のある農家では、作付け３：１＝タイチン：バスマティだっ
た［2013年調査］。その理由としては、タイチンの方が、土が合っており栽培
しやすいということだった。価格帯は、タイチンがインディカ種のコメよりも
数十ルピーほど安価である12。
　コメの酒を嗜む民族は、ネワールの他に、中西ネパールのタカリー、マナン
ギー（グルン）、東ネパールのシェルパなどが挙げられる。彼らは交易等で富
を築いた民族であり、「コメの酒である」という語りには、文明や裕福さとい
うイメージが付随する。1970年代、東ネパールに住むライの村では、乾季の主
食は、シコクビエ（kodo [Np]）をディロとよばれるそばがき風に調理したも
のだった。人々は生活の苦しさを「コド（補：シコクビエ）のディロを食べて
暮らさねばならぬ」と表現していたという［田村 1980: ９］。ネパールの中間
山地帯で主に栽培されるシコクビエは、酒の原料として一般的で、価格も安価
である。一方で、コメは、肥沃な土地という条件やそれを購入する経済力が必
要である。コメの購入が一般的になった現在でも、雑穀に比べてコメは高価で
あり、そのため豊かさを示す表現として使用されているのではないだろうか。
　ネワールの中でも、高カーストにあたるサキャ（仏教徒・金銀細工）、シュ
レスタ（官僚）、プラダーン（官僚）、トラダール（仏教徒・商人）、そして中
間カーストのマナンダール（仏教徒・油絞り）はエラ作りに秀でていると言わ
れている［高橋 1981: 169］。このように、比較的、高カーストにアルコールの
高いエラ造りに秀でた人が多いと言われているのは興味深い。1840年代にネ
パールに滞在したWightの紀行には、「高いクラスの人々は、（触れることによっ
てカースト地位が降格するため）蒸留酒に触れないことになって」いる［Wight 
12　2011～2012年の筆者の調査では、タイチンが Rs.55~60/kg、インディカ種のコメ（名称不明）
が Rs.70/kg、バスマティ Rs.75/kg、タンパク質が少ないダイジェスト米 Rs.110/kgが相場で
あった。しかし、30kgなど大袋で購入する場合は１kgの相場よりも安価になる。2019年６
月16日時点では、インディカ種のポカレリ Rs.75/kg、ジラマシノ Rs.70/kg、バスマティ
Rs.100、マウスリ Rs.55/kg、そして、ソナ米（ポカレリに似ているが香りが劣る）Rs.50、タ
イチン種の干飯 Rs.130/kgで［Kathmandu Post］、クディー（khudī [Np]）と呼ばれる壊れ米
が Rs.40/kgだった。
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1877: 30］との記載があるため、１世紀前には異なる認識がされていたことが
分かる。また、作業過程で「せっかちな人ほど」という発言があったように、
職人や官僚、商人などのイメージがカースト的職業と関連して酒づくりにも語
られている。
Ⅳ　酒造りの失敗と邪視
Ａ．邪視とボクシー（呪術師）の目
１．ボクシーと目の関連性
　ネパールにおける邪視についての報告は少なくなく、子供の病気や女性の不
妊など、豊穣性にかかわる事例として多く報告されてきた［Stone 1976; Bennet 
1978］。特に、ボクシー（boksi [Np]「呪術師」）に見られることで、子宮の機
能が停止したり、生殖力が失われるといった報告が見られる13。東ネパールの
ライの人々を調査した田村は、村人は「悪意を持った視線」を常に恐れている
とし、定期市を訪れて、「肉をさかなにロキシー（補：ネパール語で「蒸留酒」）
を飲んでいるところをボクシーにみられ、２日間苦しんだ」という話がよく聞
かれると報告している［田村 1980: 14］。このように、ボクシーとのかかわり
では「見ること」が説明される。ボクシーは、目を持ち、人間のような存在だ
が、健康的な人間、健康な（生殖力のある）女性、豊かな田畑、贅沢をすると
いった状態に対して、妬みを生じさせる可能性のある、不可視の存在だと仮定
することができる。また、ボクシーの存在は、病気や不調の症状が出なければ
認識されることはなく、症状が確認された場合は、その症状によって、拝み屋
のダミ・ジャクリ（dhami-jhakri [Np]）、ヒンドゥー祭司のブラーマン、薬屋カー
スト（Vaidya [Np, Nw]）、産婆などに原因の診断を依頼し、呪術的行為によっ
て治療を施してもらう。
　「見ること」で説明されるネパール山間部の邪視と比較して、ネワール社会
の場合は、「目
0
がいった」のように、目（mikhā [Nw]）によってで説明され
13　[Bennet 1983]は中西ネパールのチェットリ（山地ヒンドゥー教徒）の初潮や生理に関わ
る儀礼を調査した。
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る14。目
0
は、この場合もボクシー15と関連づけられている。子供の体調不良や病
気がおこると、産婆に相談したうえで、邪視を避ける行為をする。ボクシーと
接触する可能性のある野外から帰宅したあとに授乳を行う場合には、乳房に唾
を吐く仕草をしたり、子供の足で母親の乳房を蹴るなどして、邪視を避ける。
また、子供を外出させるときには、目のまわりを灰で縁取り、額に黒い印をつ
けて邪視を防ぐ。Subedi（2012）は、キルティプール村のネワールの事例から、
ボクシーとは、人でありながら、超自然的な領域の顕現とは区別されるべき存
在であり、ボクシーと目が象徴的に結びついていることや、女性性との関わり
を指摘する［Subedi 2012: 109］。しかし、邪視は、女性が放つとは限らない。
女性の額に吹き出物ができるとき、それは好意を寄せる誰かが見ることによっ
て「熱」を持ち、ニキビ（「熱い発疹」）が出たためである。また、邪視を発す
る元凶であるボクシーは、「知らない人」や、自分とは疎遠な関係性にある人物、
あるいは不仲にある人物のことも意味する。そのため、親しさを示すいくつか
の行為：祭礼時の呼び合い、食事の授受、カースト・サービスの授受、経済面
等の連携などに不都合が出てきた場合、邪視の発生が懸念される。
２．神のドースや死霊の類との相違点
　病気や体調不良になったとき、その原因として、神に触れたことを意味する
ドース（doṣ [Np]「罪、間違い」）によるものだという事を耳にすることがある。
例えば、道辻にある祠にうっかり足をかけてしまったのに気づかず帰宅すると、
高熱が出てきた。呪医に診断してもらうと特定の女神のドースがかかったこと
が原因だと説明されたため、その女神に対して供物と祈りを捧げたところ良く
なった［2013年調査］。神のドースは、意図せず突然どこかで触れてしまうも
のと認識される。これと類似したものに、死霊の類（bhūt [Np]）がある。そ
14　ネワール語における邪視の表現が「目」という言葉で説明されることに対し、三枝礼子編
著の『ネパール語辞典』によると、ネパール語では、目だけでなく、nayan「目、誘導」、
netra「目、視線」、dṛṣṭi「視線、視野」、najar「見ること、視線、監視」という表現も目の
類似語として紹介される。
15　ネワール語で呪術師は、ボウシー bausi [Nw] だが、本稿では、ボクシーに統一する。
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れらは、食べることや飲むことへの欲求から、母親の乳房や飲食物に触れてそ
の対象をけがすとされるが、人間に直接、危害を加えることはない。そのよう
にしてけがれたモノを食べた人物は、それが原因で腹痛や下痢などの症状で体
調不良になる。また、ネワール仏教の儀礼では、施餓鬼供養に類似するボウ・
ビイグ（bau biigu [Nw]「死霊に与える」）が儀礼の成功を願って行われる。米
飯・生肉・煮豆などの供物には、死霊の類が集まると考えられており、儀礼を
終えてけがれた状態になった供物は、道辻に捨てられる。この際に死霊の類は
神よりも低位である。
　以上のことをふまえて、邪視との関連がみられるボクシーとの共通点と相違
点を考えてみたい。ボクシーに見られることや、その目は、病気や体調不良の
原因として捉えられているが、神のドースや死霊の類によるけがれも、病気等
の不調の原因とされる点で共通している。一方で、異なる点は、神や死霊の類
は、意図せず触れるなどして病気などを引き起こすが、ボクシーには、妬みと
いう意図した感情があり、それによって病気を引き起こす。そのとき「目」は
その妬みの感情を積極的に示し、妬みの存在を可視化させる機能があるといえ
る。
Ｂ．酒造りでの邪視を避ける行為
　麹づくりから酒造りに至る過程には、邪視を避ける行為が確認できる。邪視
を避ける行為には、トウガラシなどの物質を使用して避ける場合と、人の目に
触れることを避ける場合とがみられる。ここでは、どのような場面でこれらの
行為が見られるかを整理してみたい。まず、醸造酒トォの製作過程では、原料
となるコメを一晩水に浸す際にトウガラシと木炭が入れられるほか、麹を混ぜ
た蒸し飯をツボに移す際に、トウガラシ、ミントの葉、ターメリック、木炭が
添加されていた。これらは、味を変えるためではなく、酒が「悪くならないよ
うに」との意味で入れられた。また、トウガラシは、ボクシーを寄せつけない
ために使用される代表的なモノとされるが、特に、乾燥トウガラシを炙ったり
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炒ったりした時に出る煙は効果が高いとされる16。蒸留酒をつくる過程では、
邪視を避けるような行為はほとんど見受けられないが、蒸留作業が終わった後
の残り火でトウガラシを炙る行為は、邪視を除けるためだと説明された。麹づ
くりの過程では、麹にカビを繁殖させる過程で、人の目を避ける行為が見られ
る。餅麹では、麹に黒カビを繁殖させる期間に「見てはいけない」とされ、ま
たバラ麹では、明確な邪視への言及はないものの、乾燥させる前の期間は室内
の暗所で保管され、人目に触れる公道などで天日乾燥をする際には、邪視を除
けるための乾燥トウガラシが置かれる。これらの邪視避けの行為における物質
の状態に注目すると、その物質は水分が多い状態であること、そして発酵とい
う作業過程で邪視が警戒されていることが分かる。また、水分が多い、すなわ
ち湿度を保っている食品は、けがれの脅威にも脆弱であると考えられる。
Ｃ．「目がいった」：酒造りの邪視の事例
　この節では酒造りに関わる邪視について具体的な事例を取り上げてみたい。
【事例１】のインフォーマントは、カトマンドゥのネワールの40代の男性とそ
の弟である。
【事例１】 結婚式の酒が「目がいった」〈カトマンドゥ、農民カースト〉
　1995年頃、兄弟の結婚式の宴会のために自分の家でつくっていたトォが「目
がいった（mikhā wana [Nw]）」になった。「目がいった」状態とは、発酵に失
敗してベタベタになってしまうことを意味している。そのときは、左右手前の
家々から少しずつトォを分けてもらい、なんとか宴会を終えることができたそ
うだ。誰かが見たことが原因で失敗したかはわからないが、そうかもしれない。
「目がいった」という話は、特に、宴会の準備のときによく聞く言い方だとい
う。
16　カトマンドゥ、農民カースト女性、40代半ば［2019年調査］。
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家の女性たちは「目がいった」とか「嫌いな人に見られて目がいった」と
か「死んだ人が触った」と言う。母親たち（補：家の女性たち）は、学校
に行っていないから知識がない。だから、自分の感覚でやって失敗すると、
いつもそんな迷信をいう。［2011年・弟］
「目がいった」というのは私たちの迷信のようなものなのだけど、「目がいっ
た」と言うとボクシーがやったと理解する。発酵に失敗したことで、嫁や
母親（taḥmā [Nw]「年長の嫁」）が非難（gālī [Np]）されることがないでしょ
う。「目がいった」と言えば終わり。そうすると、誰も非難されることに
ならない。［2019年６月・兄］
　また、兄は、ボクシーは主に居住地域のコミュニティの人間であることが多
いと説明する。
トール（居住地域）の人と喧嘩して仲が悪くなるとボクシーと言って近づ
かない。良い関係ではなくなるとボクシーと言われる。ボクシーは自分が
気に入らない人に対しても使う。［2019年・兄］
【事例２】  家族ではない人が見たらダメになる〈コカナ村、農民カースト〉
　蒸留酒をつくっている家を見つけたので見学させてもらう。筆者は当時、ネ
パール語も一切話すことができず、その家の娘から英語での説明を聞くばかり
で、要するによそ者だった。家の母親（当時50代）の説明では、特に、蒸した
コメと麹を混ぜ合わせる際に、「家族ではない人が見たらだめになる」という。
この日、蒸留酒の原料になる素たねのポカマナやトォのツボがたくさん並んで
いる部屋に、写真を撮るために入ろうとすると、それまで長い時間嫌がること
もなく答えてくれた母親の表情が一変し「入ってはだめ！」と強い口調で怒ら
れた。後で、この家の娘に理由を聞いてみると「ラクシュミー女神がいるから」
と説明された。［2008年調査］
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　ここでは、酒造りにおける邪視について、社会的背景と、世代間の認識の違
いに注目してみていきたい。【事例１】が起こったとき、実は、兄と従兄弟の
間では、仲たがいが起きていた。共にやっていた商売が決裂し、結果的に、関
係は修復されず2019年現在に至っている。しかしながら、そのように身近な親
族間の関係性の悪化があったにもかかわらず、その親族の男性を、「目がいった」
原因として語らないという点は注目に値する。その目を放った元凶については
「わからない」と説明される。また、この家で使用される餅麹は、古くから付
き合いのある麹づくりカーストの家から直接に手に入れる。ネワールの麹造り
カーストは、農民カーストのサブカーストに分類されるが、ルブ村に住む麹造
りカーストは、昔、王に仕えていたという由縁が伝えられており、カトマン
ドゥの農民カーストよりもカースト地位が上位であるという認識を持っている。
そのため、ダルバート（米飯の食事）の誘いを受ける事や、逆に自分の自宅に
招いてダルバートを共食することもしない。「親しいが、そういう関係だ」そ
うである［2013年、2019年調査］。しかし、酒造りで「目がいった」が起こっ
たとき、餅麹が原因だと疑われることはないようである。これは、麹づくり
カーストが在庫としてかかえる餅麹を、この兄家族の自宅で近所の人に販売す
るという経済協力関係があるためだと考えられるが、酒造りにおける邪視の説
明の特徴には、原因を詮索しないという特徴があると言える。
　【事例２】では、蒸したコメと麹を合わせる工程と保管に際して、外部の目
が忌避された。外部の目にその元凶をおくという点では、他の邪視の事例とも
共通するが、家の中という場所は、本来は、邪視を避ける空間として構造的に
つくられている。ネワールの伝統的家屋は３～４階建で、もっとも高い階に台
所を配している。これは、台所のカマド（現在、都市部の多くではガス台）の
火が最もけがれを避けるべき場所と認識されているためで、外部から人が最も
近づきづらい最上階が選ばれる。現在でも、生理中の女性の接触が忌避された
り、伝統的なつくりの家屋では、カーストの低い人々や関係性の浅い人びとは、
２階よりも上階に上がることはない。酒を醸造するツボを保管する階層は、１
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階の場合も上階の場合もあるが、上階に置く場合、ラクシュミー女神と関連づ
けられる家の財産のある部屋に置く。毎年、西暦10月頃に行われるティハール
という祭りでは、家に繁栄をもたらすようにと、家財の象徴として手箕や箒に
対して礼拝が行われる。ラクシュミー女神は、家の繁栄や富の象徴と強く関係
しており、酒壺やその貯蔵物もまた、家の繁栄と結びついていると考えられて
いる。
結論　酒造りにおける邪視：失敗の説明論
Ａ．近代的衛生観念：酒造りにおける発酵と腐敗
　これまでネワールの酒造りにおける邪視の事例から、発酵という作業過程に
邪視が語られること、そしてその際の社会関係について述べてきた。結論では、
まず、物質の状態として湿／乾という観点とのかかわりを論じ、後節では、関
係性に着目して論じていきたい。
　発酵は、腐敗と隣り合わせの変化である。発酵における微生物の作用には、
「拮抗作用（Antagonism）」と呼ばれ、ある生息環境のもと一定数以上の微生
物が存在すると、その微生物のみが繁殖してそこを独占し、他の菌の侵入や繁
殖を止める現象がある［小泉 1999: 16］。ネパールの餅麹を調査した内村によ
ると、餅麹は、糖化とアルコール発酵を同時に行う機能があり、カビ、酵母、
細菌等が共存する閉鎖された生態系であるという［内村 1989: 38］17。このよう
な餅麹の特徴は、特定の条件下においては、発酵が腐敗になる可能性を高める
ことにつながっている。ネワールの酒造りの過程では、⑴トォの発酵、⑵麹の
カビの繁殖（発酵）において、邪視が避けられていたが、このように発酵を成
功させるための高湿度で温度が高いという条件下では、他の雑菌が繁殖してし
まうリスクが発生する。そのため、⑴のトォの発酵の際には、餅麹のカビの作
用を邪魔しない殺菌・除菌作用のある物質であるターメリック、ミント、トウ
17　ネパールの餅麹には、強い澱粉分解力で糖化を行う、カビのような糸状性酵母
（Saccharomycopsis属）、四連球状の乳酸菌（Pediococcus属）、微量のクモノスカビ（Rhizopus
属）や毛カビ（Mucor属）が含まれる［内村 1989: 38］。
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ガラシ、木炭が添加されていた。一方で、⑵餅麹・バラ麹の製造段階では、麹
の主要な部分であるカビの繁殖を阻害しないように、トウガラシや灰を投入す
ることが禁じられている。そのため、不必要な雑菌の繁殖を避けるために、む
やみに人が接触することがないよう「見てはいけない」という方便によって邪
視除けの方法が取られていると考えられる。このような食物の邪視を防ぐ行為
は、迷信とされるような非科学的で非合理的な作業ではない。この際の邪視は、
発酵というリスクの高い作業を成功させるための知恵であると言え、邪視によ
る説明が用いられてはいるものの、殺菌という科学的根拠をもつ、きわめて合
理的な行為であると結論づけることができる。
Ｂ．世代間の認識の違い
　発酵の失敗は、物質の腐敗を意味しているが、その説明には邪視が用いられ
ている。邪視による説明は、母親世代と息子たちの世代間で違いが見られる。
息子たちは、邪視による失敗の説明を認めているわけではない。「母親は学校
にいっていないから知識がない」のであり、酒造りの技術について、十分な説
明をすることが出来ていないと捉えている。一方で、母親たちは、発酵がうま
くいかない理由について、「（嫌いな人に見られて）目がいった」「死んだ人が触っ
た」などと言い、邪視による説明を用いることによって、原因を外的要因に転
化している。しかし、病気や不妊などの場面で語られる邪視に比べて、酒造り
に見られる邪視は、それを放つ人物や、社会関係における原因などについて呪
医や宗教職能者を介して深く追求されることはない。しかし、「誰が見たかは
わからないが、そうかもしれない」という曖昧な語りには、息子世代のあいだ
にも邪視を完全に拒否しない余剰がある。また、個体発酵したもろみのポカは、
子どもたちが好物とするため、彼らのいたずらやつまみ食いによって、雑菌が
入り発酵に失敗した可能性も考えられる。実際に、子ども時代に大人の目を盗
んでポカを食べたという話はよく聞く話である。しかし、実際に「目がいった」
になり、失敗した状態になったとき、そのような話題は表立って語られないの
である。これは、元凶について詮索することが、作り手である家の嫁の単なる
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技術的な失敗を認めることにもつながりかねないためであり、邪視の語りは、
そのような合理的な説明方法による原因追求の道を絶つための方便であるとい
える。
Ｃ．邪視の能動的活用：元凶を詮索しない
　酒造りに関する邪視の事例では、邪視の元凶について詮索しないという特徴
があることがわかった。最後に、説明体系としての邪視について考えるとき、
酒造りを担う家の女性たちの関係性にも注目してみたい。ネワールの伝統的な
居住形態は、２～３世代が同居する合同家族の形態をとる。近年では、離れて
家を持つ息子世帯も多いが、それでも儀礼時や相互扶助組織の役割分担として
宴会にかかわる準備を父系親族同士の協力で行うことは多くあり、その際に、
各世帯の嫁が協力し合って酒造りを行う。経験もあり発言力もある年長の嫁は、
近年では担い手が少なくなってきている酒造りにおいても責任を負うが、酒造
りの失敗は、材料となる穀物の損失と、年下の嫁たちとの秩序のある関係性を
揺るがす要因ともなり得る。また、結婚式、葬式、子供の人生儀礼や相互扶助
組織の宴会など、親族関係や地域社会にかかわる儀礼的場面では、現在でも自
家醸造の酒が重要とされており、その責任を負う年長の嫁は失敗が許されない
状況にある。このことから【事例１】にみられる、邪視の存在を認めることで
「誰も非難されることにならない」という発言は、まさに嫁たちのあいだの関
係性に不具合を生じさせないための方便であることを裏付けている。酒造りに
おける邪視は、邪まな目に責任を転化することで、家の嫁同士の均衡関係を損
なわないための説明体系であると言える。フィリピンをフィールドとする東は、
人類学における呪術研究をふまえて合理／非合理、内在／超越という二分法を
超える呪術のあり方として、経験や実感に注目する実体論的アプローチを提起
する。それによると、観念論と行為論では理論的に明らかにされない部分に、
対象者や調査者を含む当事者の実感や経験という実体論的なリアリティが生ま
れるのであり、それにより近年の呪術のありようを捉えることができる［東 
2011: 66－71］。東は、「～である、だから～した」という説明における、言葉
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と行為との不一致な呪術的説明を、「物語（narrative）と真理化」［東 2012: 
172］という理論で説明しており、本研究においても有効であろう。これを踏
襲すると、ネワールの邪視の事例では、「雑菌（技術がない）である、だから
腐敗した」という説明方法の代わりに、「邪視である、だから腐敗した」すな
わち、邪視→腐敗という、一見、理論的ではない説明が用いられる中にも、当
事者のうちに邪視の存在を疑う不安定な領域が設定される。ここに、元凶を詮
索しないという行為が伴うことで、邪視は真理化されてリアリティをもつので
ある。以上のことをふまえると、酒造りにおける能動的な邪視の活用は、親族
関係上の関係性のあり方を肯定し、個人的能力による逸脱や地位の損失による
関係性の転換を未然に阻止する機能を果たしているということもできるのでは
ないだろうか。
おわりに
　本稿は、ネワール社会の酒造りにみられる邪視の事例を、湿／乾という観点
から捉えることで、妬みや嫉妬という感情が強調されがちな邪視研究に、新た
な視点を投じる試みであった。本稿において「乾」の概念について十分に検討
することができなかった点は今後の課題としてあげられる。最後に、邪視と嗜
好品という点について考えてみたい。本稿で扱った事例の見地から明らかにさ
れたことはあまりにも小さいが、多少のコメントを述べるとすれば、邪視は、
生業にかかわる食品にも、酒のような嗜好品にもみられるということは言える
だろう。しかしながら、栄養摂取や医薬的効果を目的とせず、しかしながら無
いと寂しいとさえ感じられる、遊びと楽しみの要素を持つというような嗜好品
の特質18 をふまえて、ネワールの酒について検討する時、それは、嗜好品であ
りながら、その社会の当事者たちにとって「社会的生命」を全うする上で不可
18　高田は、『嗜好品文化を学ぶ人のために』の中で、嗜好品の特質を、１）「通常の飲食物」
ではない、２）「通常の薬」でもない、３）生命維持に「積極的な効果」はない、４）しか
し「ないと寂しい感じ」がする、５）摂取すると「精神（＝心）に良い効果」がもたらされ
る、６）しばしば人と人との出会いや意思疎通を円滑にする効果を発揮する、７）「植物素材」
が使われる場合が多い、遊びと楽しみの要素をはらむ飲食物と指摘している。［高田 2008: 
２－３］
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欠なものであるといえる。その点では、嗜好品という言葉に含意されるような、
生きる上で不必要なものであるとは言い難い。嗜好品を考えていく際、対象と
する社会における、位置づけや重要性に着目するうえで、本研究で扱ったよう
な邪視という概念は一つの視点を提供するかもしれない。本研究の今後の発展
には、上述したような課題について研鑽を重ねていくことが必要である。
付記
本稿は、嗜好品文化研究会2018年研究奨励事業（研究助成）の成果として提出
された未刊行の研究報告書をもとに加筆修正を加えたものである。
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Brewing and Evil Eye: 
Alcoholic Culture and the Explanation for Failure, 
in the Newar Society
Sakura Kudo
 This paper considers some events in alcohol-making and its culture in 
terms of the viewpoint of Evil Eye concept among the Newar society in Nepal. 
 Evil Eye is a concept and an explanatory system regarding staring or 
visualization itself of specific person, animal etc. causing cause harm toward a 
suffering person; such as illness, ailing economy, infertility, or corruption of food 
are understood by the eyes. The primary basis in Evil Eye is believed to be the 
feelings of envy or jealousy while the perpetrator stares or visualizes. Thus, Evil 
Eye is often enmeshed in people’s interpersonal relationships. In the process of 
making alcohols, as case studies will show in this paper, the expression “eyes gone 
(mikhā wana)” in Newari language refers to situations where someone’s or 
something’s eyes are attached to the failed object, and is often used when 
fermentation failed.
 This research discusses the evidence that the concept not only to refers to 
attention to envy which is initiated within interpersonal relationships, but also the 
state of things, specifically in terms of the wet/dry concepts during the fermentation 
process. This paper first introduces the social background ̶ such as the abstinence 
policy̶ and historical ethnic movement in Nepalese society. It then gives an 
overview of Newar’s homemade alcohol-making which includes rice beer, spirit, 
and rice malt. Next, it discusses some examples related to Evil Eye. As for a result, 
I observed that Evil Eye in the Newar’s alcohol-making has the characteristics of 
“not searching for the main factor of the cause by the eyes of evil”. Thus, “not 
searching the eyes” is characteristic of Evil Eye concepts in alcohol-making by 
comparison to the other cases of Evil Eye views in Nepal. From the case studies, 
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this paper concludes that, while seemingly using the irrational expression of Evil 
Eye, the Newar’s brewing process is parallelly affected by modern hygiene 
concepts. Further, it is pointed out that accusations against negligence which can 
occur among women at home, could be transformed into an external factor through 
reference to the active use of Evil Eye.
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